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おわ りに
`

は じ め に

19世 紀 以 来,ス ペ イ ンの経 済 的 な後 進 性 と貧 困が注 目され,ま た 強 調 され

る よ うにな った 。 そ して,ス ペ イ ン人 につ いて は怠惰 とか傲慢 といった イメー

ジが定着 した。 スペ イン人には商売のための才能 とか資質が欠けてお り,近 代

的 な 産 業経 営 に は不 向 きで あ る とい う偏 見が ヨー ロ ッパ 中に広 まったのであ
i

る。 この ためであ ろ うか,「 スペ イ ンの興 隆」 につ いて の 研究が 「衰退」の研

究 よ りもおろそかに されて きた嫌いがあ る。 た しかにeス ペ イ ンが経 済 的 に興

隆 した15世 紀 末か ら16世 紀 前 半 を見て も,多 数 の外 国 人が スペ イ ンに定住 し

て経済活動 を行 ってお り,特 に南 部 で は ジ ェ ノヴ ァ人の優 勢が疑いのない状態
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で あ った。 だが,エ リ オ ッ トが 指 摘 して い る よ う に,16世 紀 前 半 の カ ス

テ ィー リャ北 部 の 都 市においては,カ ス テ ィー リャ人の 商 人 と金 融 業者が,カ

ステ ィー リャの経 済生 活 に重 要な地位 を占めてお り,彼 らは事 業 の機 会 を利 用

す る こ とには,な ん の ため らい も示 さな か った のであ る、,その 代 表 的 な都 市は

カ ステ ィー リャ北部のブルゴスであ り,エ リオ ッ トは ブ ル ゴ スにつ いて マ ルエ

ンダ家,サ ラマ ンカ家,ミ ラ ンダ家 の よ うな有 力 な 商人 の 支配す る町であ ると

述べ ている,,こ れ らの 商 人 た ちは羊 毛貿 易で財 をな し,い わ ゆ る 「スペ イ ンの

興 隆」(臨 カ ステ ィー リ ャの興 隆)に 貢 献 した の で あ るC、カ ステ ィー リ ャ人 の

商 人 に と っ ては ネ......デル ラ ン トとの 貿 易 が ユ5世 紀 半 ば か ら と くに 重 要 で あ

り,16世 紀 半ば に な る と,カ ス テ ィー リャの 輸 出貿 易 の ほ ぼf分 は ネー デ ル
ロ

ラ ン ト向 けであ った。 こう した外 国貿 易 一ヒの利害 を反映 して,15世 紀 末 に ス

ペ イ ンのi三室 は,フ ラ ン ドル,ブ ラバ ン トな どを支配 す るハ プ スブル ク家寄 り

の外 交政策 を推進 し,1496年 にハ プ ス ブ ル ク家 の フェ リー ペ 美公 に フアナ 王

女を嫁がせ,翌1497年 に 同 じハ プ ス ブ ル ク家 のマ ル ガ レーテ 王女をフア ン1_
III

rの 妃 に迎 えた。 また 同 じ頃 に,f室 は ブ ル ゴ ス貿 易 商組 合 とブ リュー ジュに

おけ るカステ ィー リャ人の居留民 団を軸 とす る貿 易システムを整備 ・強化 し,

ラ ロ ッシェ ル,ロ ン ドン,フ ィ レ ンツ ェ に 「在 外 商館 」(factoria)を 設 け て海
Fl

外 にお け る カステ ィー リャ人の 商業 活 動 を 支援 して い るUこ う して,カ ス

テ ィー リ ャ人の 商 人 は北 欧 各地で他の国々の商人 と肩 をならべて活躍 したので

あ るが,彼 らの活 動 に つ い て は,わ が 国 で は これ まで ナ`分に 紹 介 され て い な

い。 そ こで 本 稿 において は,カ トリ ック両 王 の 時 代(1474～1516年)を 中心

に,「 スペ インの 興 隆 」 を支 え た カステ ィー リャ商人たちの商業活動 の 端 を

明 らか に したい。 まず,15世 紀 の カ ス テ ィー リ ャ経 済 を概 観 したの ちに,カ

ステ ィー リャ北 部 とネー デ ル ラ ン トの問の商業 において重 要な役割 を演 じたブ

ルゴス商人が,両llの 時 代 に どの よ うに商取 引 網 を広 げたのかを説明す る。次

いでtカ ル レ女 史,カ サ ー ド ・ア ロ ンソ な どの研 究 に基づ いて,15世 紀 か ら

ブ リュー ジュで 発展 した カステ ィー リャ人の居留民団について明 らか に したt一

でf両Ilの 時 代 に ア ン トウェ ルペ ンを拠 点 とす る商業 と金融業において活躍 し
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V

た ア ロ 兄 弟 の 活 動 を 垣 間 見 る こ と に す る 。
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3章 お よ び 第5Ff4_。

iiiJosephPerez,IsabelyFernando.LosReyesCatolicos,Madrid,1958,pp.295

297.
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1.15世 紀 におけ るカ ステ ィー リャ経済 の 「興 隆」

1.1.15世 紀 力 ステ ィー リ ャの経 済 と ブル ゴス貿易商組合

1.1.1.15世 紀 にお け る領 主 経 済 の繁 栄

15世 紀 半 ばの カステ ィー リ ャの 人IIは420万 人,同 世 紀 末 に は450～500万

人 ほ ど と推 定 され て い る、,その カス テ ィー リ ャ にお い て,15世 紀 初 め に 国 上

を南 北 に移 動 す る羊 の数 は100万 頭 で あ っ たが,羊 群 の 規模 は1477年 まで に

は269万 頭,1526年 に は300万 頭 に増 加 した。15世 紀 を通 じて,こ の 移 動 牧

羊業 が カス テ ィー リャで急速 に成長 し,特 に国 の南 部 で は広 大 な土 地 が 冬季 に

羊群の放牧地 にあて られたのである。エ ス トレマ ドゥー ラ地方 と南 の騎 一七修道

会領では,各 都 市の市参 事 会 が 牧草 地 に適用 していた規制が撤廃 され,ま た羊

群 の 所 有 者 と市参 事 会の 間 の交渉で決 まっていた入牧料について王権が介入す

る ようになるな ど,移 動 牧 羊業 の 発 展 が促 され た。15世 紀 半 ば 以 降 の急 速 な

人 口成 長 の時 期 に,牧 羊 業 が穀 物 生 産 を圧 迫 した こ とはよ く知 られてい る。15

世紀 末 に土 地 の3分 の2は 牧 草 地 とな って い たの で あ る。羊毛の刈 り取 りは,

や群 が 南 の牧 草 地 か ら も どっ て夏をす ごす カステ ィー リャ北部の牧草地で行 わ
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れた。その後 ブルゴスな どに集め られた羊毛は,カ ン タブ リア地 方のサ ン タ ン

デ ル や ビスカヤ地 方の ビルバ オなどの港 か らバ ス クの商船 で北欧 に輸 出 され
エ

た。

15世 紀 後 半に カ ス テ ィー・リ ャは イギ リスに代 わる原 毛輸 出国 として 「ヨー

ロッパの 世界経済」の桧舞台 に登場 した。 ここか ら考 え られ るの は,15世 紀

の カ ステ ィー リャで はf鴇 毛生 産 と 羊毛 輸 出 を軸 とす る経済 ・社会システムが

構築 されたのではないか とい うことである、,15世 紀 末 まで に,こ う した シ ス

テ ムが実 際 に築 か れ たのであるが,こ こに お いて 最 大の 受 益 者 は,聖 俗 の 貴族

を中心 とす る大牧 羊業 者,ブ ル ゴス な ど内 陸部 の 都市 の 羊毛商人お よび王権で

あった。15世 紀 判 よか ら カ ステ ィー リャで は 貴族 層が繁 栄 したが,牧 羊業 か

ら利 益 を あげ,ま たLL1.t_財産 に寄 生 す る新 た な 貴族 が この ときに台頭 していた

の で ある。 スニ ガ家(ベ ハ ル 公 爵),ア ル バ レス ・デ ・トレ ド家(ア ル バ 公

爵),パ チ ェ コ家(ビ リ ェー ナ侯 爵)な どが そ の 代 表例 で あ る。特 にパ チ ェコ

家の所領 は,15世 紀 末 に カス テ ィー リ ャ西 部 の クエ ンカか ら南の アル メリア

に延 び,そ の 面 積 は25,000km'(王 国 の 総 面 積 の7%余),領 民 数 は15万

11

人,年 収 は10万 ドゥ カ ー ドに 及 ん だ 。

15世 紀 以 降 の カ ス テ ィー リ ャ で は,メ ス タ(移 動 牧 羊業 者組 合)が 権 勢 を

ふ る っ た 。15世 紀 に は,カ ス テ ィ,_....リャ の 有 力 貴 族 た ち が そ の 代 表 者 で あ る

エ ン トゥ レ ガ ドー ル(entre即dor)職 に 就 い て い た 。 こ の こ と は,大 貴 族 が メ

ス タの 重 要 な 構 成 員 に な っ て い た こ と を示 唆 して い る。 特 に エ ン リ ケ4世(在

位1454～1474年)の 寵 臣 と して 知 られ る ア ル バ ロ ・デ ・ル ナ の 一一族 で あ る カ

リー ジ ョ ・デ ・ア ク ー ニ ャ 家 の メ ンバ ー が メ ス タの 代 表 を 務 め た こ とが 特 筆 に

値 す る 。15世 紀 後 半 に こ の 要 職 に あ っ た ペ ドロ ・デ ・ア ク ー ニ ャ は ブ エ ン
iii

デ ィア伯爵 であ った。

他 方で,サ ンテ ィア ゴ,カ ラ トラバ お よび アル カ ン タラ とい う3大 騎 士 修道

会 も牧 羊業 か ら多 大 な利益 をあげていた。3大 騎b修 道 会 領 は,王 国の 総 面 積

の10%(35,000km2)に 及 び,特 に サ ンテ ィア ゴ騎i二 修 道 会 は 強 大 で あ っ

た。 サ ンテ ィアゴの騎L修 道 会の 総長 職 は多額 の収 入 を在職 者に もた らした。
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歴 代 の 総 長 は 政 治 的 に も権 勢 を ほ しい ま ま に した 人 物 ば か りで あ り,15世 紀

初 め の フ ェ ル ナ ン ド ・デ ・ア ン テ ケ ラE壬(の ち の ア ラ ゴ ン 王 フ ェ ル ナ ン ド1

世)に 続 い て,そ の 息 子 の エ ン リ ケ 王 子,ア ル バ ロ ・デ ・ル ナ,ベ ル ト ゥ ラ

ン ・デ ・ラ ・クエ バ,そ して ビ リ ェ ー ナ 侯 が こ の 顕 職 に あ っ た 。1499年 に は

　　

王室が この騎_1修 道 会領 の 管理 権 を獲得 して い る。

こ うした 貴族階層の栄華 を根底 で 支えたのは領室制 の強化であ る。15世 紀

の カ ステ ィー リャで は,エ ンコ ミエ ンダ制(委 託 領 地)の 原型 と言 われ るベ エ

トゥ リア制(behetria)が 消 滅 し,領iこ 制 が 強 化 され た。 ベ エ トゥ リア制の 下

では,村 落 は特 定 領 主の保 護 ドにお か れるが,村 落 は領".を 選択 す る権 利 を保

持 して い た。 だ が,15世 紀 に領iヨ ま村 落 の 権 利 を奪 うこ とに 成 功 して村 落へ

の支配 を強めた。 また,大 貴族 は大 半 の1_領 地 で裁 判 権 を握 り,都 市へ の 「侵

入 」 を開 始 した。1442年 に コ ル テ ス(議 会)は200人 以 トの 領 民 を抱 え る領

主が 都市 内 に邸宅 を構 えるのを禁 じるよう,ま た都 市で裁 判 権 を行使 しな い よ
v

う国一Eに請願 したが,無 駄 であ っ た。

しか しなが ら,羊 毛 とい う 一L業用 原料 の輸 出 に特 化 して い た15世 紀 の カ ス

テ ィー一リ ャで も,国 内 の毛 織 物 ■二業 を振 興 し よ うとす る動 きが あ った。1438

年 にマ ドリガ ルの コル テ スは 羊毛輸 出 と毛織物輸入の規制 を求めた。 一時,税

収 が 減 る こ とが あ っ て も,国 内の 毛織物 生産 の拡 大 と毛織 物輸出の開始がいず

れその穴 を埋 める と室張 し,イ ギ リスの 成功 例 に学 ぼ う とす る人々が15世 紀

の コルテ スに はい たの で あ る。 また,1462・ 年 にエ ンリケ4世 は 羊毛生 産 量 の3

分 の1を 国 内の 毛織 物 生 産 の ため に確 保する よう命 じた。 この勅令は守 られな

かったようだが,カ トリ ック両 干三の時 代 まで,勅 令 の施 行 と遵 守 を求 め る声 が

や まなかった。 ところが,同 じ1462年 にエ ン リケ4世 は貨 幣 改 革 を 行 い,そ

の際 に 」三国 内で販 売 され て い る各種商品の最高額 を改定 した。 この最高額の改

定表を見る と,フ ィ レ ンツェ の えん じ染 め錦 織 や ビロー ド,ホ ラ ン ト,フ ラ ン

ドルお よび ブ ル ター ニ ュの麻織物,フ ラ ン ドルや ル ー ア ンの毛織 物 な どが並ん

でお り,こ れ らの 製 品 輸 入 が い わ ば既 成 事実化 して いた ことが わか る。 カ ス

テ ィー リャでは,手 工 業 者 を保 護iし よ う とす る動 き は非 常 に 弱 か ったのであ



6商 経 論 叢 第35巻 第2F1,Tj (283)

yr

る。

1.1.2.ブ ル ゴス貿 易 商組 合

15世 紀 に築 か れ た 羊 毛生 産 と羊 毛 輸 出 を基軸 とす る経 済 システ ム にお い

て,ブ ル ゴス 商 人 は 羊毛輸 出 の 主な担 い 手であ った。1455年 に彼 らが 組 織 し

た ブ ル ゴ ス貿 易 商組合 は1494年 に王 室 か ら商 事 裁 判 権 を'チえ られ た。組 合 は

また,フ ラ ン ドルaイ ギ リスお よび フ ラ ン ス向 け の 竿毛輸出 を許 可 し,羊 毛輸

出 に必 要 な 商船 を カ ス テ ィー リャ北部 の港 で用 立てる特 権 を得 てい た。16世

紀 初 め に,約150人 の ブ ル ゴ ス 商人 が1,500～3,000人 の 季節 労 働 者 をや と っ

て や毛 を袋 に詰め,7・8月 に北 部 の 港 に 向 け て輸 送 して い た。15世 紀 後 半 に

1万2,0ao～1万5,000袋(約1,270～1,590ト ン),16世 紀 前 半 に2万5,000

～5万 袋(約2 ,s50～5,300ト ン)の や毛 を組 合 は 指 定 市場 で あ る ブ リュー

ジュに輸 出 した。15世 紀 末 か らカス テ ィー リャ産 の メ リノ種 羊毛は,品 質 の

ヒで イギ リス産 羊毛 をL回 る よ うに な り,海 外 で これ に対 す る需 要 が 高 まった
Vil

のである。

カステ ィー リャ人が海外 各地で形成 していた居留民 団は,そ れ ぞれ が まっ た

く独 、アして い たわけで な く,す べ て の居 留民 団の 一ヒに は,調 整役 を務 め た ブ ル

ゴ ス の 紐 合 が あ った。1494年 に ブ ル ゴ ス の 組 合 の 特 権 と組 織 が 拡 大 され た

が,こ れ に は外 地 の代 理 商 に対 す るブルゴス商人の監督 を強化する 目的 もあっ

た。 一・方,在 外 居留 民 団の代 表者 で あ る領 事も,代 理 商 の取 引 や帳 簿 を監視 し
4lll

た。そ ればか りか,ブ リュ ー ジ ュ,ア ン トウ ェ ルペ ン,ラ ロ ッ シ ェ ル,ナ ン

ト,ロ ン ドンお よび フ ィ レ ンツェの領事 は,ブ ル ゴ スの組 合の 長 老 と領 事 に対

して詳細 な業務報 告と決算報告を行 う義務 を負った。外地 の領事は,新 た な支

出項llを 設 け た り税 金 を導 入す る際 には ブルゴスの組合の 」r承を 事前 に受 けね

ば な ら なか っ た し,収 支決 算 後 の 余 剰 金 をブ ル ゴ ス に送 金 しなければ な らな
1X

かった。

16世 紀 に組 合 は,毎 年3月 と10月 に ビルバ オ,サ ン タ ンデ ル,ラ レ ドな ど

の港 で20-25隻 か ら な る船 団 を編 成 して 羊 毛 を フラ ン ドルに運 んだ。 この引

き換 え として彼 らは毛織物や麻織物 な どの 工業製品をフラ ン ドル,イ ギ リス,
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フラ ンスか らカステ ィー リャに輸入 した。彼 らは カステ ィー リャ北部か らの輸

出を独 占す るに止 まらず,輸 出 品 の 市場 に進 出 して現 地 で輸入 ・販売 を取 り仕

切 っていた。例 えば,ア ンダル シア にお け るオ リー ブ油の生産 と取 引はブルゴ
xi

スの組合 によって調整 され統制 されていた。上 記の ように,彼 らは外 地 か らの

製 品輸 入 もさか んに行 ったが,こ れ には,輸 出振 興 よ りも製 品輸 入の確 保 を重

視す るカステ ィー リャの伝統 的な経済政策が影響 している。彼 らは工業製品 を

輸入す る義務 を負 っていたのである。

1.2.カ トリ ック両王 の時代 に お け る ブル ゴス商人の商取引網の拡大

1.2.1.ム ル シア地 方 へ の ブル ゴ ス商 人 の進 出

15世 紀 末 にブ ル ゴ ス商 人 が 目指 した ところは,北 の フ ラ ン ドル や イギ リ ス

か ら南の イタリア まで商取引網 を広げる ことであった。実際 に彼 らの商取引網

は15世 紀 後 半 に拡 大 しつ つ あ っ た。 これ を反映 して,バ ス クの 商船 は,こ の

世紀 末 に 西地 中海 の航 路 か ら姿 を消 したのであ る。バ ス ク人は,1450年 か ら

1465年 に西 地 中海 に乗 りだ して ジ ェ ノヴ ァ人な どの イタリア商 人の商品 を運

んでいたが,以 後,カ ス テ ィー リャの北 部 地 方,南 の バ レ ンシア,カ デ ィス,

マ ラガ,カ ナ リア諸 島 な どの発 展 途 トの取引に参加 す るようになった。 ところ

で,ブ ル ゴ ス商 人 は イベ リア半 島の 南部で はジェノヴ ァ人 と競争 を繰 り広げね

ばな らなか ったが,半 島 の 南部 とイ タリア との 間 の貿易 を支配することはで き

なかった。 ブルゴス商人 は,新 大 陸貿 易 に も参 加 したが,16世 紀 半 ば まで に

ジェ ノヴ ァ人 に圧倒 され,セ ビー リ ャ と新 大 陸 植民 地 の 問 の 単なる取次業者 と

なる者が多かった。

ブルゴス商人が カステ ィー リャ南部 に進出 したの は15世 紀 後 半 に な ってか

らで あ る。 ロ ドリゲス ・リ ョピスの研 究 に よる と,1470-一 一80年 頃 に は,ブ ル

ゴ ス商 人 は内 陸部 の トレ ドも しくはアンダルシア地 方に定住 した イタリア人と

ともに,ト レ ドか ら地 中 海 沿 岸 の ム ル シア地 方 に至 る商業 ルー ト,い わ ゆ る

「カ ステ ィー リ ャ街道 」 をさかんに往 来す るようになっていた。 さらに1492年

に グラナ ダが 征服 されて か ら,カ ス テ ィー リ ャ内 陸部 の 羊群 が ムル シア地方沿
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海部の牧 草地 を訪れ る ようにな り,こ の地 方 の 経 済 が 発 展 し始 め る と,カ ス

テ ィー リャ北 部の 商 人 は ひん ぱんにムル シア市の外港であ るカル タヘナ港 を利

用す るように なった。その後 も,1503年 に 王権 が カル タヘ ナ 近 辺 の ビ リェー

ナ侯爵領 を支配 ドにお さめた こと,ま た カル タヘ ナ に近 いマ サ ロ ン港で明饗生

産 とその輸 出が本格化 した ことが彼 らの進出 を促 した。

方,こ の 地 方の 中 心 都 市で あ る ム ル シア市で は早 くも14世 紀 末 に 商 人 団

体 が 成 航 して い たが,商 人 の 大 半 は ジ ェ ノ ヴ ァ人 で あ った。15世 紀 に な る

と,ム ル シアは 羊 毛 と皮 革を輸 出 し,高 級 織 物 と織 物 染料 の 大 青を輸 入 してい

たのであ り,ジ ェ ノヴ ァ人 は この大 青の供 給 に関す る独 占権 を軸 に商業を展開

して いた。1390年 代 か ら1460・-70年 ま で,彼 ら は 大 青 の 輸 入 を 独 占 し た。

ジ ェ ノヴ ァ人は,こ れ に しば しば穀 物 の輸 出 人 と市参事会へ の貸 し付 けを組み
xu

合 わ せ て い た 。

こ う した な かiX490年 に カ ト リ ッ ク 両 一1-一は,ブ ル ゴ ス の 商 人 で あ る デ ィエ

ゴ ・デ ・ソ リ ア に カ ル タヘ ナ 司 教 の 収 入 を 差 し押 さ え る よ う命 じて お り,ソ リ

ア は 彼 の 同 郷 の ペ ドロ ・デ ・マ ル エ ン ダ と フ ェ ル ナ ン ド ・デ ・カ ス トロ に こ の

仕 事 を 委 任 して い る 、,こ れ が ブ ル ゴ ス 商 人 進 出 の 機 縁 に な っ た よ うでiこ の 頃

か ら ブ ル ゴ ス 商 人 の 名 が カ ル タヘ ナ の 史 料 に ひ ん ぱ ん に現 わ れ る 。 早 く も こ の

前 年 の1489年 に エ ル ナ ン ド ・デ ・コ バ ル ビ ア ス と フ ア ン ・ヒ メ ネ ス ・デ ・エ

ス パ ー ニ ャ が ヒ質 槍毛 を イ タ リ ア に 輸 出 して お り,14yO年 に 前 述 の デ ィエ

xiii

ゴ ・デ ・ソリアとアルバ ロ ・デ ・レルマ も上 質羊毛をイタリアに輸出 した。彼

らは カル タヘナか らは ヒ質の羊 毛を イタリアに輸出 し,後 述 す る よう にマサ ロ

ンか らは明 饗 をイギ リスとフラ ン ドルに輸出す る 一方で,高 級 織 物 の輸 入 を さ

xiv

かんに行 うようになった。

ところでfム ル シア地 方 の ジ ェノ ヴ ァ人 は トスカナ とロ ンバルデ ィアの両地

方か ら大青 を独 占的に輸入 していた。彼 らが輸入 した大青の51.8%は ム ル シ

ア で使 わ れ,残 りは トレ ド,ク エ ンカ な どの内 陸 部の 市場 に運 ばれた。 ところ

が1480年 代 に な る と,ブ ル ゴス 商 人 が トレ ド ーカル タヘ ナのルー トに進 出 し

てツー ルーズの大 青をムルシア地 方に供給す るようにな り,ジ ェ ノヴ ァ人の独
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占は崩れた。 しか も16世 紀 前 半 に,こ の ツ ー ル ー ズの大 青が ム ル シアの 市場

では優勢 だったのである。16世 紀 半 ば まで に,カ ス テ ィー リャ北 部 の ア ビ ラ

出 身 の ベ ル ヌ イ家 が 大 青輸 入 の 宅 な担 い 手 に な っ て い た。大 青 だ け で な

く,1480年 代 にブ ル ゴ ス商 人 は,織 物 輸 入 に も積 極 的 で あ っ た。1502年 に15

人の ブ ル ゴス商 人が 船 を調達 して織物 をムル シアに輸入 し,内 陸 部 に送 った。
XV

そ の 評価 額 は650万 マ ラベ デ ィ(1万7,333ド ゥ カ ー ド)で あ っ た 。

他 方 で,ム ル シ ア 地 方 で 採 掘 され た 明 響 は,1480年 代 に は フ ラ ン ドル に 輸

出 され て い た 。 明 響 の 生 産 ・販 売 は ジ ェ ノ ヴ ァ人 が 独rllし て い たが,ブ ル ゴ ス

商 人 は 明 響 を ム ル シ ア か ら北 欧 に 運 ん で 市 場 の 開 拓 に 貢 献 し て い た 。 例 え ば

1488年 に は,ペ ドロ ・デ ・カ ス トロ が ジ ェ ノ ヴ ァ 人 の ア グ ス テ ィ ン ・イ タ リ

ア ンか ら2,000ア ロ ー バ(23,000kg)の 明 饗 を マ サ ロ ンで 買 い 取 っ て い る 。

1515年 に もペ ドロ ・デ ・カ ス トロ と ア ン ド レ ス ・デ ・ペ ス ケ ラ が 明 糞 を フ ラ

ン ドル に 運 ん で い る 。 こ う し た ブ ル ゴ ス商 入 の 取 引 は1530年 代 ま で 続 い た と

考 え られ る 。1542年 か ら は ジ ェ ノ ヴ ァの グ リマ ル デ ィ家 が フ ラ ン ドル で 明 饗
xvl

の輸入 を独 占 したのである。

それでは、15世 紀 末か ら16世 紀 初 め の カル タヘ ナ にお け る貿 易額 の動 きを

見てみ よう。 カルタヘナにおけるブルゴス商人の取引総額 をアルモハ リファス

ゴ(輸 入 関 税)の 納 税 額 か ら推 計 す る と,1496年 の1,250万 マ ラ ベ デ ィ

(3,333ド ゥカー ド)か ら1502年 の650万 マ ラベ デ ィ(1,733ド ゥ カー ド)の

問 で推 移 して い る こ とが わ か る。 これ とは別 に,15世 紀 に カ ル タヘ ナ の 教 会

が徴 収 した 同市の アルモハ リファスゴ税の税収 は,1420年 代 か ら15世 紀 半ば

まで2万 マ ラ ベ デ ィで 変 わ ら な か っ た が,1490年 代 に は10万3,750マ ラ ベ

デ ィに増 え てい る。 カ ル タヘ ナに輸入 された商品の多 くが トレ ドなどの内陸部

の都 市に運 ばれていたこ とか ら,こ の頃 に トレ ド ーカル タヘ ナ の ルー トを通 じ

て行われ るカステ ィー リャの貿易が拡 大 した こ とは間違 い ない。1502年 に ブ

ル ゴス商 人の な かで 最 大の 輸 入額 を記録 して いるのは,ア ロ ンソ ・デ ・レルマ

で,彼 はデ ィエ ゴ ・デ ・ソ リア の娘 婿で あ った。 なお,1502年 の ア ル モ ハ リ

フ ァス ゴ税 の納 税 額 を納税 者の国籍 別に見ると,イ タ リア 人(定 着 した ジ ェ ノ
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ヴ ァ人の取引は含 まれていない)が 全 体 の61.1%を 占 め てお り,こ れ に対 し

て ブ ル ゴス 商 人 は23.08%で,イ タ リ ア 人の 優i位 は揺 る ぎの な い もの で あ っ
xvn

`c,

1.2.2.フ ィ レンツ ェ,リ ス ボ ン な どへ の ブル ゴ ス商 人の進 出

15世 紀 末 に プ ル ゴス 商 人 は イサベ ル 女王の後押 しを受 けて イ タ リアへ の進

出に努 めていた。星野秀利氏 に よれば,1480年 代 か ら,フ ィ レ ンツ ェで は ス

ペ イ ン(カ ス テ ィー リャ)産 の 羊 毛が 毛 織物 の原 料 と して使 われるようになっ

たが,カ ス テ ィー リ ャ 人 に よ る高 級 羊 毛 の供給 は1490年 代 に始 ま っ た よ う

だ 。彼 ら に よる羊毛 供給 は,1494年 に カ トリ ック両 正が フ ィ レ ン ツ ェに在外

商館 を設置 してか ら急速 に拡大 し,16世 紀 の 最 初 の10年 間 に,そ の羊 毛 供給

量は フ ィ レン ツェや ジェノヴァの商 人の供給量 をはるかに1二回 って い た。 フ ィ

レンツ ェの 毛織物 製造会社 の帳簿 には,サ ラマ ンカ家,カ ス トロ家,ク エ バ ス

家,マ ルエ ン ダ家 とい っ た ブ ル ゴ ス の有力 商家の メンバーが 名 前を残 して い

る。 また カル レ女 史による と,フ ィレ ンツ ェで は,ス ア レス ・デ ・ラコ ンチ ャ

家,マ スエ ロ家,ア ス トゥデ ィー リ ョ家,ラ モ ネ ダ家,カ ス トロ家 な どが 盛 ん

に取 引 を行 った。1490年 代 に,ブ ル ゴ ス商 人 は 一E権の 支援 を受 け なが ら商取

引 網 を フ ィレンツェにの ば して いたので あ る。 そ して1508年 に は,2隻 の ギ

プ ス コアの船 が,ブ ル ゴス商 人 の 羊毛 とえ ん じ粉 をフ ィレンツェに運 んだ。16

世紀 初 め に カ ステ ィー リャの羊 毛 は,フ ィレ ンツ ェの 毛織 物1業 に とって もは
の

や欠かせ ない もの となっていた。

15世 紀 末 か ら カ ス テ ィー リ ャ 人 の 商 人は,ポ ル トガ ル の 胡 椒 や 塩 ,ワ イ

ン,そ の 大 西洋上 の 島 々の砂糖 や 大青 にひかれて リスボ ンに進出 した。ブルゴ

スの主な商人がここに代理商 をお き,と りわ け リスボ ン とア ン トウェ ルペ ンの

問の香 辛料取 引に熱心 であった。 リスボ ンでは,ア ロ家 とマ ルエ ンダ家 の取 引

が 傑 出 してお り,さ らに フ ア ン ・デ ・エ ス カ ラ ンテ,ロ ペ ・デ ・オ ヨ,ペ ド

ロ ・デ ・カ ス トロ と い っ た 商 人が 記 録 に名 を と どめ て い る。1509年8月 と

1511年1月 の 間 に ブ ル ゴ ス 商 人 は763万4,635レ ア ル の 取 引 を リス ボ ンで

行 っ たが,こ れ は 同期 間 に リス ボ ンで記 録 された取引総額 の11.41%に 相 当 し
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建。

また,ブ ル ゴ ス商 人 は イギ リスで も15世 紀 末 に積 極 的 に取 引 を行 う よ うに

な った。1480年 代 に入 って,イ ギ リス か ら カ ステ ィー リャ に 向けて えん じ染

め毛織物 な どの高級毛織物の輸 出が増加す る傾 向にあ ったなかで,1480年 代

の 後 半 に カ ステ ィー リ ャ人 の商 人が その輸 出全体の50%な い しは そ れ 以 上 を

扱 う に至 って い る。 また1475年 以 降 に,ツ ー ル ー ズで は カス トロ家,マ ルエ

ンダ家 な どのブ ル ゴス商 人 の取引が活発にな り,ツ ー ルー ズか らイギ リスへ の

大 青 輸 出が拡大 した。その他,カ ステ ィー リャの 鉄 とア ンダ ル シアのオ リーブ

油の輸出 も1480年 代 に増 加 した 。1494年 に,カ トリ ッ ク両 工 は ロ ン ドンに も

在外 商館 をお き,ロ ン ドンとの貿 易拡 大 を図 った 。15世 紀 末 か ら ロ ン ドンで

活躍 した カ ステ ィー リャ人の商人は,カ ス トロ家,サ ラマ ンカ家,ベ ルヌ イ家
XX

の メ ンバーであった。

一・方
,カ ステ ィー リャ南部 の セ ビー リャでは,ジ ェ ノヴ ァ人の 商 人が揺 る ぎ

の な い経 済基盤 を築いていた。 ブル ゴス商人が こ こに本格的 に進 出 したのは

15世 紀 末 に な って か らで,こ の 頃 に な っ て よ うや く,ブ ル ゴ スの 有 力家 系 は

代 理 商 をセ ビー リャに置 くようになった。彼 らはカナ リア諸烏の ラゴメラ,ラ
ぴ 　

ンサ ロテなどの島々の染料 に関心 を示 していた。
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2.北 欧 の商業都市 にお けるカステ ィー リャ商人

2.1.カ ステ ィー リャ人の在 外 居 留 民 団

今 日で は,15,16世 紀 に カス テ ィー リャ人が 築 い た居留民団(coloniasyna-

ciones)の システ ムが,こ の時 代 にお け る カス テ ィー リャの商業発展 を可能に

したメカニズムの一つである と見 られている。 カステ ィー リャ人の居留民団の

組織は,イ タ リア 人や ドイツ 入の居 留民 団の模倣 であった と言われてい る。そ

の屠留民 団に所属す る人々はほとん どが カステ ィー リャと外国都 市の 間の商業

にたず さわる商人 と彼 らが もた らした商品 を現地で転売す る商人であ り,そ れ

だ け に商 人団体 と しての性 格 が濃厚 である。 この制度に よって カステ ィー リャ

人の商人は,外 国 商 人 との競 争 を有 利 に進 め ることがで きた。彼 らは,各 地 の

取 引 仲 間や 代理 商,領 事 な どか ら必 要 な情 報 を得 る ことがで きた し,ま た,居

留 民 団 に所 属 す る こ とで 社 会的 な評価 をJ"に す る こ とが で きた よ うだ 。 こ こ

か らわかるの は,彼 らの 問 で はlfl1縁者間 お よび同職 者 間の 関係 が ひ じょうに緊

密 だった とい うことであ る。 さ らに ・般 に兄弟信心 会が この居留民団 と重な り

あい,み ず か ら選 ん だ修 道 会 の援 助 を受 けている。モ ラによると,こ う した居

留 民 間の 結 束 は メ リノ種の 羊毛,ビ スカヤ の鉄,ア ンダル シアの オ リー ブ油,

マ サ ロ ンの 明饗 とい っ た イベ リア半島の生産物が もつ特殊性 に対応 していたの

であ る。 カステ ィー リャ人は,カ ステ ィー リャだ けが 供給 で きる戦略的な商品

をたず さえて外地の 市場 を訪れたが,そ の際 に居留 民 団 に お け る協 力関係が現

地で彼 らの成功 を可能に した とい うこ とだろ う。だか らと言って,居 留民 団 の

拘 束 が カ ステ ィー リ ャ人とイタリア人の国際的 なネ ッ トワー クの拡張 を妨げる

ことはなかった。前述の協力関係 はいわば便宜的 なものであ り,こ れが 必 要 で

ない とこ ろで は ラテ ン的 な個 人主義 と冒険心がおおいに発揮 されたのである。

モ ラは,彼 らの血縁 ネ ッ トワー クの 展 開 とラテ ン的 な個 人主義が ヨー ロッパ実
u

業界の形成 とその凝集性 とい う特徴の発 生に大 き く作用 した と述べている。 カ

ステ ィー リャ商人の居留民 団の繁栄期 は,15世 紀 半ば か ら16世 紀 末 まで で あ

る。15世 紀 半ば 以 降 に カ ステ ィー リャか ら北 欧へ の羊毛輸 出が拡 大 し,そ の
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商 業ルー ト沿 いに カステ ィー リャ人の 商人は商 業 と金融 業の網のLlを 広 げ た

が,そ の際 に居留 民 団の シ ステ ムが 彼 らの取 引Lの 成 功 と安 全 を ロ∫能 に した の
l11

であ 惹J

15,16世 紀 に カステ ィー リャ人が 各地 で 形成 した居留民団の規模 を見る と,

後 述 の よ うに ブ リュ ー ジュ の居 留民 団が最大 であ り,]6世 紀 を 通 じ,こ れ に

比肩 す る勢 力 を誇 った の は ア ン トウェルペ ンの居留民 団である。 これに次 ぐの

はナ ン トとルーア ンの居留民団であ った。 各地の都市 の居留民団が領事職の設

置 を認め られた年 は,プ リュー ジュで は1428年,ナ ン トで は1430年,ル ー ア

ンで は1450年,バ ル セ ロ ナ で は1388年 丁 マ ジ ョ ル カ で は1399年 ,ジ ェ ノ

ヴ ァ で は1421年,ニ サ で は1436年,マ ル セ イユ で は1438年 の こ と で あ っ

た。 この他,正 確 な年 代 はわ か らないが,ロ ン ドンや ラ ロ ッシェル,フ ィ レン

1V

ツェ,ピ サ,ナ ポ リ,リ スボ ン,ベ ネチ アの居 留 民 団 に も領 事 が 置かれた。

2.2.ブ リュー ジ ュの居 留 民 団 の発 展

早 くも12世 紀 には カ ステ ィー リャ北 部 の 商 人は低 地地 方や フラ ンスを訪れ

ていた ようだが,彼 らが 外 国 の 都 市で継 続 的 に取 引す る ように なったの は13

世紀 に人 って か らで あ る。 この13世 紀 に は,海 外 の 商 業都rl∫に定 住 した カ ス

テ ィー リ ャ商 人 の家系は少 な く,フ リー ア ス家 とカ ス トロヘ リス家 ぐらいだっ

た。 また}い つ ご ろ カ ス テ ィー リ ャ 人 の 商 人が フラ ン ドルに定住 す る ように

なったのかは明 らかで ない。だが,1267年 以 前 に遡 る こ とは た しか で あ る。

この年にフラン ドル伯 は外国人の問の係 争を調停 してい るが,こ の と きに カ ス

テ ィー リャ人 が 当 事者だ ったのであ る。13世 紀 末 に,カ ステ ィ._....リャ 人 の 商

人 団 体 の代 表 者 が フ ラ ン ドル伯 と交渉 を行 った記録 があ るC,1281-93年 の 史

料か らは,す で に この時 期 に カス テ ィー リャ人はブ リュー ジュで ドイツ ・ハ ン

ザの商人 と協 力 して取引 を行い,塩 漬 け錬 な どをカ ステ ィー リャ に運 んでいた
v

こ とがわかる。

14世 紀 に入 る と,ユ336年 に は,商 人 と海 運 業 者か らな る カス テ ィー リャ人

の居 留 民 団は,広 範 な 免 税 特 権 を ブ リ ュ ー ジ ュ 市 か ら 与え られ た。 さ らに



(274) 「スペ インの興隆」 を支えた商人たち15

1343年 に フラ ン ドル伯 は,「 外 国 人商 人 が スペ イ ン 人か ら商品を買い とって国

外 に運 び出す こ とがで きる」 と定めた。すなわち,カ ステ ィー リャ人 は フ ラ ン

ドル にお いて,直 接 に他 の外 国 商人 と取 引 す る 自由を追認 されたのである。加

えて フラン ドル伯 は,カ ステ ィー一リャ人の 通航 と財 産の安全 も保障 したが,カ

ステ ィー リ ャ人 は13世 紀 末 か ら これ らの特 権 を 与え られていた ようだ。 この

1343年 以 降,カ ス テ ィー リ ャ人の 取 引 は 日増 しに活発 にな り,記 録 も多 くな

る。 次 い で1367年 に,カ ステ ィー リャ人 の船 乗 りた ち は,昼 夜 を問 わ ず ス ロ

イスか らブ リュー ジュまで船 を曳航す る特権 を 与えられた他,ス ロ イス また は
V1

フラ ン ドルの他 の都 市で 無税 で 商船 を修 理で きるよ うにな った。その後,14

世紀 半 ば にお け る ヨー ロ ッパ の 人目危機 によってカステ ィー リャ人の遠隔地問

商業 は ・時的に停滞 したが,ま もな く回復 の 兆 しを示 し始 め た。

こうして14世 紀 末以 降,と りわ け1425-30年 か らカ ステ ィー リャ人 の 商業

は再 び盛 んになった。 この頃には,カ ステ ィー リャ北 部か らフ ラ ン ドルへの羊

毛輸出の急成長が特筆 される。 カステ ィー リャの 臆毛は,ガ ン,イ ー プル,ブ

リュー ジュ,リ ー ル な どの毛織 物1業 都市 で利 用 され る よ うに な っていた。 ブ

リュー ジュにおけ るカステ ィー リャ人の履留民 団は成 長を続 け,1414年 に カ

ステ ィー リャ人は フ ラ ンシ ス コ会の修道院内でサ ンタ ・クルス礼拝堂の使川が
Vll

認め られた。 また,カ ス テ ィー リ ャの フ ア ン2世(治 世1406-54)の 求 め に

応 じて,1428年 に フ ラ ン ドルの フ ィ リ ップ賢 公 は,カ ス テ ィー リ ャ国Eな い

しは 国王 の 代理 人が カ ステ ィー リャ人の居留民 団の領事を1名 任 命 す る権 利 を

認 め た。 つ ま り,こ の と きに居留 民 団 は 商 事裁 判権 を獲得 したわけであるが,

ブ リュー ジュ在住 の カ ステ ィー リャ人の商人たちは,.}:権 の介 入 に抵 抗 し,国

Eが 任 じた 領 事 デ ィエ ゴ ・ロペ ス ・デ ・ラ レ ドンダ を拒 絶 した。 この ため
VIエ　

1447年 に,国 一rは領事 の任 命権 を放 棄 した。

そ の 一・方で,1441年4月 に カ ステ ィー リ ャ人 の 商 人 は,カ ス テ ィー リ ャ人

だ け で な く,ビ ス カヤ 人 も含 め た 単 ・の居留 民 団を組織す ることを決めて規約

を制 定す る とともに,独 自の領 事・を選 出 した。 彼 らはこの居留民団 を 「スペ イ

ン人の居留民団」(LaNaciondeEspana)と 名づ け,サ ン タ ・クル ス礼 拝 堂 を
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独 占的に使用 しよ うと した。だが,ビ ス カヤ 人た ちは これ に 反発 して彼 らの 自

治権 を要求 し,1455年 に は 独 自の 居 留 民 団 の 設 立 と領 事の 選 出が 認め られ

たIX。従 って,こ の 時 か らブ リュー ジ ュ に は カ ステ ィー リャ人(ス ペ イ ン人)

の居 留民 団 と ビ スカヤ 人の屠 留 民団の2つ が 併 存す る こ とに な った。 ブ リュー一

ジュで はeイ タ リア 人 以 外 の 南欧 の 居 留 民 団 は,15世 紀 末 ま で は ビ ス カ ヤ

人1カ ステ ィー リャ人,カ タルー ニ ャ人お よび ア ラ ゴ ン人の4つ だ った が,16

世紀 初頭 か らナバ ラ人の居 留 民 団 が加 わった。 いずれの居留民 団 も,独 自の領
x

事を持 っていた。15世 紀 末 に な る と,ブ リュ ー ジュ で カ ス テ ィー リ ャ人の地

位 は揺 る ぎない もので あ り,1495年 に 彼 らは,ブ リュ ー ジ ュ の 市参 事 会 に対
xr

して ドイツ ・ハ ンザの商人に次 ぐ1万271リ ブ ラ を貸 し付 け た。

15世 紀 末 に イ タ リア 人 な どの 外 国 人 の商 人が ブ リュー ジュを離 れて ア ン ト

ウェルペ ンに移 ったため に,こ の と きか ら カ ス テ ィー リ ャの 商人は ブ リュー

ジュで 「..}一役 」 の 座 を占め る に至 り,そ の居 留 民 団 は ブ リュ ー ジュの 市政 を左

右する力 を持 った、,カステ ィー リ ャ人は居 留 地 を営 む特 権を 与え られ,1493

94年 に ラ ンゲ ・ヴ ィンケ ル通 りに移 り住 ん だ。の ちにこの通 りは 「スペ イ ン

人通 り」 と呼 ばれたのである。1493年 か ら1503年 に か け て,こ こ に 「スペ イ

ン人館 」(Lacasadela.,naciondeEspana)が 建 設 され た。 スペ イ ン人館 に

は,い くつ かの寝 室,会 議 室,謁 見室,害 記 室 な どが 設 け られ,そ の他,3棟

の 羊毛 倉庫 が あ っ た。16世 紀 初 め に は 毎 年1月25日 と7月25日 に3名 の領

嚢が 居留 民 の 候 補 者 の なか か ら くじで選 出された。領 事はブルゴスの組合,現

地 の都 市の 市参 事会 な どに対 して,カ ステ ィー リャ 人の居 留 民 団 を代 表 して交

渉 し}そ の利 益 を ま もる と と もに,居 留 民 間 の紛 議 を解 決す るた め の商事裁判

権 を握 っていた。領 事は商取引,航 海,海 ヒ保 険 な どの係 争 を迅速 に 裁いた。

加 えて,領 事 を補 佐 す る評議 員が6名 選 出 され,そ の任 期 は6ヶ 月 で あ った。

ブ リュー ジ ュ にお ける屠留民 団の規模 を見る と,1411年 に ブ リュ ー ジ ュ 市

はすべ て の外 国 人に特別税 を課 したが,こ の と きに10人 の カ ステ ィー リ ャ人

が 外 国 人全 体 の納税額の7%に 当た る42リ ブ ラ を納 め て い るU1490年 に59

人 の カス テ ィー一リ ャ人の 商 人 が い た との報 告があ る。そ して時代 は少 し ドる
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が,1540年 に は78人 が 羊 毛 商 人 と して 記 録 され て い る。16世 紀 後 半 に な る

と,1562年 に56人,1566年 に49人 で あ り,そ の 後1573年 に47人 に,1576

年 に39人 に減 少 したXli。

こ う して,15世 紀 初 め に創 設 され た居 留 民 団の システムは,1560-70年 代

まで 機 能 した。 だ が,1573年 に スヘ ルデ 河 の 河[」域 が 反乱 軍 に よ り封 鎖 され

てか ら,カ ス テ ィー リャ人 の商業 は 困難 に直面 し,ブ リュー ジュ市 とその 居留

民 団 が保 って きた特権 的な地位 がゆ らい だ。1580年 代 に な る と,カ ス テ ィー

リ ャの 羊毛 指 定 市場 は転 々 とす る。1580年 に羊 毛指 定 市 場 は ブ リュ ー ジ ュか

らサ ン トメに移 され た。次 いで,1587年 と89年 の 問 に リー ル が 指 定 市 場 と

な っ たが,89年 には 再 び ブ リュー ジ ュ に戻 さ れ た。 だが この ときに7リ ー ル

は 羊 毛 を独 占 的 に 直 接 に ル ー ア ンか ら受 け取 る権 利 を保 っ た。そ して1602
xui

年,ブ リュー ジ ュは 羊 毛 を独 占的 に受 け取 る権利 を最終 的に失った。

ブリュー ジュで活躍 したカステ ィー リャ入の家系 としては,ガ ー リ ョ家,パ

ル ド家,サ ラマ ンカ家,マ タ ンサ家,マ ルエ ン ダ家,ア ラ ン ダ家,ナ ヘ ラ家 な
ズユマ

どが知 られている。 商売一Lの拠 点 をブ リュー ジュ にお くカ ステ ィー リャ人は,

ブ ル ゴ スの組 合 とブ リュー ジュの居留民団 を軸 とす るカステ ィー リャ人の商業

システ ムに忠 実だ った。 これ とは異な り,15世 紀 末 に 活 動 拠 点 を ア ン トウ ェ

ルペ ンに移 した者 は,こ の シ ステ ムの枠 か ら逸脱 しが ちで,外 国 人の 商 人 と協

力 しな が ら取 引 を展開 していた ようであ る。

そ れで は,15世 紀 半 ば に ブ リ ュ ー ジ ュ で 活 躍 し た ブル ゴス商 人,デ ィエ

ゴ ・ア ロ ン ソ ・デ ・ブ ル ゴスの活動 を通 じ,ブ ル ゴス とブ リュ._....ジュの居 留民

団 の 間で 行 われ て い た 緊密 な人的交流 を確 認す るこ とに しよう。1430年 代 の

後 半か1440年 代 の 初 め に,ア ロ ンソ ・デ ・ブ ル ゴス家 の ゴ ンサ ロお よび彼の

息子 の ローペ とデ ィエ ゴは,ブ ル ゴ ス で 商 会 を 設 立 して ナ ン ト,ラ ロ ッシ ェ

ル,フ ラ ン ドル諸都rf∫との 商業 を行 っ た。 なか で もデ ィエ ゴはフラ ンス とフラ

ン ドルの各港で代理 商 として活躍 した。彼の フラ ン ドルでの地位 は高 く,1447

年 に ブ リュー ジュで起 きた 同郷 人の紛議 において仲裁役 を務めている。だが,

彼 は ブ リュー ジュ に定住 してい たのではない。 海外での カステ ィー リャE室 へ
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の奉仕が認め られ,1457年10月 にエ ン リケ4世 か らブ ル ゴ スのll∫参 事 会 員の

筆頭 に任 命 され た 。以 後1460年 代 を通 じ,彼 は ひん ぱ ん に ブ ル ゴ ス に戻 り,

ブ ル ゴス 市の 内外 で 繰 り返 し不動産 を購 入 した。彼 は生活の本拠 をブル ゴスに

お くこ とを決 め て い たの だが,そ の 一・方,1467年 に ブ リ ュ ー ジ ュ で カ ス

テ ィー リャ 人の居留民 団の領事 に選出 された,,ブ ル ゴ ス の市 参 事 会 員 の 一人

が,海 を越 え た ブ リュ ー ジ ュで カ ステ ィー リャ人の居留民 団の領 事職 を兼務 し

たのであ る。彼 は1479年 にブ ル ゴ スで 亡 くな り,同 市のサ ン ・キ ルセ 修 道 院
xv

内の礼拝堂に埋葬された。

2.3.ア ン トウ ェル ペ ンの 居 留民 団

1480年 代 以 降,ハ プ ス ブ ル ク家 の 保 護 を受 け た ア ン トウェ ルペ ンが ヨー

ロ ッパの遠隔地間商業の中心 として急速 に成長 した,,そ れ と と もに外 国 人の 商

人が ア ン トウェルペ ンに移住す る動 きが強 ま り,1488年7月11Bに ハ プ ス ブ

ル ク家の マ ク シ ミリア ン1世 は カス テ ィー リ ャ人 を ア ン トウェルペ ンに招聰 し

た。実際の移住 は89年 以 降 に行 われ,す で に1492年 には,カ ステ ィー リャ人

は ア ン トウ ェルペ ンに定住 してお り,羊 毛 の取 引 も商 事裁 判所 もこ こに移 され

ていた。 これに対応 してブ リュージュは,カ ステ ィー リャ人の 居留 民 団 が 同市

に戻 るように様 々な優 遇措 置 を打 ち出 した。 これが功 を奏 し,1494年1月 に

な っ てaカ ス テ ィー リ ャ人 の領 事 は この 年の9月 まで に プ リュー ジュ に戻 る こ

とを約束 したのである。だが,同 年5月 に ブ リュ ー ジュ は カ ステ ィー リャの羊

毛の専買権 を放棄 し,同 時 に フ ラ ン ドル産 毛織 物 を カステ ィー リャ人の商館 で

売 る権利 も放棄 した。そ れゆえに,15世 紀 末 以 降 は ア ン トウ ェ ルペ ン在 住の

カステ ィー リャ人 もカステ ィー リャの羊毛 を販売 し,カ ス テ ィー リ ャ向 け に毛

織 物 を購 入す るこ とがで きる ようにな ったの であ る。最終的 に1494年10月

に,カ ス テ ィー リ ャ人 の居 留 民 団 は ア ン トウェルペ ンか らブ リュー ジュに戻 っ

た。 ブ リュー ジュはiE式 に カス テ ィー リ ャの 羊 毛 の 指 定 市場 となったのであ

る。 ところが,1510--12年 に は 多 くの カ ステ ィー リ ャ人 の 商人が再 びア ン ト

ウェルペ ンに移住 した。 ア ン トウェルペ ンに出た商人の数 はブ リュー ジュに止
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まった商入よ り多 く,商 取 引 高 で は5倍 に達 して い た とい う・ カス テ ィー リャ

人は,こ こで取 引 され て い たポ ル トガ ルの胡椒tド イツの銅 と銀,イ ギ リ スの

毛織 物 な どに関 心 を寄 せていたか らである。 ア ン トウェルペ ンに定住 したカス

テ ィー リャ人の 商人は16世 紀 を通 じて独 自の 商 事 裁 判 権 を獲得 しようと した

が,ブ リュー ジュの 居留 民 団の抵 抗 にあって成功 しなかった。 これ らの商人の

なか には,ブ リ ュー ジ ュか ら独 蹉して 自由 な商取 引を望む者が多かったようで

ある。

こうして,ア ン トウェ ルペ ンにお け る カ ステ ィー リャ人の居」留民団の規模は

15世 紀 末か ら1570年 代 ま で 大 き く,1560年 の調 査 で は,61人 の既 婚 の 商 人

と38人 の 未婚 の商 人が 確 認 され て い た。,彼 らは ブ リ ュー ジュ に届 い た 羊毛

をア ン トウェルペ ンで売 りさばいていた。 また,同 じ年 に商 人以 外 の職 業に た

ず さわ るカステ ィー リャ人につ いて見る と,200家 族 が ア ン トウ ェ ルペ ンに居

住 して い た。 ル ドビコ ・ギ ッチ ャルデ ィー二 による と,1567年 に カ ス テ ィー

リ ャ人 の居 留 民 団 は 「すべ ての層留 民 団の なか で も最 大規模 に属す る」 もの

だった ようだC,さ らに,1552-53年 に作 成 され た 名 簿 に よ る と,居 留 民 団 に

属 さない 商 人 も含 め る な らば,約200人 の スペ イ ン人が ア ン トウェ ルペ ンか ら
xru

イベ リ ア 半 島 に 商 品 を輸 出 して い た 。 ア ン トウ ェ ル ペ ンで 活 躍 した 商 人 と して

は,ロ ペ ス ・ガ リ ョ家,ア ロ 家,サ ン タ ・ク ル ス家,ベ ル ヌ イ家,バ リ ェ家 な

ゆゆ

どがあ る。富裕 な商 人の なかには金融業 に乎を出す者 もあ った。例 えば,1510

年5月 に ア ン トニ オ ・デ ・バ リェは ア ン トウェルペ ンの市参事 会に2万1,000

リブ ラ を年 利11%で 貸 し付 け,1司 年6月 に は さ らに1万5,900リ ブ ラ を 年 利
xix

7.5%で 貸 し付 け た。

な お,カ ス テ ィー リ ャ人 の 商 人 は 西 地 中海で も,14世 紀 末 か らバ レ ン シ

ア,バ ル セ ロ ナ,マ ジ ョル カ,ジ ェ ノ ヴ ァに小 さ な居留 民 団 を形成 し,「 カス

テ ィー リャ 人の領 事」 を選任 していた。 だが,カ トリ ッ ク両 王の時 代 に は,こ

れ に代 わ って カス テ ィー リャ人 とアラゴン人を代表す る 「スペ イン人の領事」
xx

が置かれるようになった。 「スペ イ ン人の領事」 は国王に よって任命 された。
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2.4.ア ン トウ ェルペ ン を拠 点 とす るア ロ兄弟の活動

16世 紀 初 め にな る と,ブ ル ゴ ス商 人 は代 理 商 を リス ボ ンに置 くよ うに なっ

た。 この時期 に リスボ ンとア ン トウェルペ ンの間の取引で最 も活躍 したブルゴ

ス商 人はデ ィエ ゴ ・デ ・アロとクリス トーバ ル ・デ ・アロの兄弟である。彼 ら

は,ア ン トウ ェ ルペ ンを足 場 と して 兄弟の父親の クリス トーバ ルとともにポル

トガルとの貿易 に参加 した。 また,彼 らは スペ イ ン王室 が:{:し た新 た な胡 椒

貿 易 ルー トの 開拓 事 業において も出資者 として 重要な役割 を果た した。 この兄

弟がいつ 頃か らア ン トウェルペ ンや リスボ ンで取引 を行 うようになったかは明

らか でない。だが,1490年 に ア ン トウ ェ ルペ ンの カ ス テ ィー リャ人の 商人 た

ちは,ブ リュー ジュの 居留 民 団 に送 った書簡 において,デ ィエ ゴ ・デ ・ア ロ は

ア ン トウ ェ ルペ ンに居・住す る商 人 と記 してお りs1480年 代 に は彼 らが ネ ー デ

xxi

ルラン トに進 出 していたこ とはほぼ確実 である。以 ド,彼 らの 活動 を垣 間見 る

事に しよ う。

弟 のデ ィエ ゴは,1505年 まで に は ア ン トウ ェ ルペ ンの 女性 と結婚 し,そ の

市民 権 を得 て いたcaア ン トウェ ルペ ンの 史料 を通 じて ケ レンベ ンツは,彼 が ア

ン トニ オ ・デ ・バ リ ェな ど と ともに行 った投機 的 な不動 産取 引 を紹 介 して い
xxu

る。それだけでな くデ ィエ ゴは,リ ス ボ ンとア ン トウェ ルペ ンの 間で大規模 な

商取引 きを行 っていたのであ り,本 稿 で はそ の 端 を紹 介 す る こ とに したい。

彼 は13世 紀 か ら15世 紀 までの 地 中海 世 界 で よ く知 られていた コンメ ンダ契約

をア ン トウェルペ ンで海運業者 と結 び,東 方 の物 産 を 手に入 れ て いた。 コンメ

ンダ契約 にお いて は,契 約 の 当事 者 は荷 受 人e機 能 資 本 家(comendatario)

と出 資 者=無 機 能 資 本家(comendante)で あ りe航 海 の 後 に え られ た 利 益 は

当事 者間で 一定 の割合 で分配 された。契約 は 一回の取引 を対象に結ばれ,複 数
ヨゆ

回の継続 的な取引が対 象にならなか った ところ に特徴がある。 コネッケは,カ

ステ ィー リャ人が 長期 の 商事 会社 を設けなか った と指摘 してお り,彼 らの 商業

　

契約の形態が 会社組織や商慣行 に影響 した可能性 ある。

例 えば,1505年2月26日 にデ ィエ ゴ は,ジ ュ リア ン 号 とい う カ ラベ ラ船 の

船 長であるポー ウェルス ・コルネ リソンと契約 を結んでいる。それに よると,
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ポー ウェルスの弟の クラウス とデ ィエゴの代理 商がデ ィエ ゴ所有の小 麦をジュ

リア ン号で アン トウェルペ ンか らリスボ ンまで運 び,現 地 で売 却 す る。 次 い で

代 理 商 は小麦の販売代金でマデ ィラ産 もしくは リスボ ン産の商品を船 の返 り荷

としてそこで購 入 し,ア ン トウェ ルペ ンで はデ ィエ ゴが この商品を販売す る。

最終的 に,こ の販 売 代 金か ら リスボ ンで の小麦の販売代金を差 し引 き,得 られ

た利 益 につ いて はデ ィエ ゴ とコルネリソ ン兄弟の間で折半す る とい うものであ

る。 これは,商 品 の輸 送 ・販 売 を海 運 業者 に委託す るとい う典型的 な 「旅の コ

ンメンダ契約」 である。だが,利 益 の折 半 とい う条 件 は,15世 紀 の バ ル セ ロ

ナ で 一・般 的 だ っ た 分配 率 よ りも荷 受 人に とって 有利 であ る。バ ルセ ロナで

は,14世 紀 末 か ら東 方 貿 易 の 利 益 率 が 低 ドし,荷 受 人 の 取 り分 が25%か ら

16.7%に 減 った。 ア ン トウ ェ ルペ ンで 荷 受 人の取 り分が 多か ったの は,取 引

の利 益 率 が 高か っ た とい う こ とだ ろ うか。デ ィエ ゴは また,他 の カス テ ィー

リ ャ人 や ドイ ツ人 の商 人 と協 力 して取引 を行 った。1507年 ユ0月23日 に は,

ニ コラ ス ・デ ・レヒテ ルテ ンお よび コンラ ッ ト・イムホフとともに ドイツ人 と

カステ ィー リャ人の商人グループを代表 して公証 人の もとに出頭 し,委 任状 を

作 成 した。 委任 状 は,フ ラ ンス人 に よっ て掌捕 され た 商船 とその積荷を取 り戻

す ためで,デ ィエ ゴの 取 引 仲 間 の なか に は,ウ ル リ ッヒ ・フ ッガー や ピエ ー

ル ・イムホフ,ア ン トン ・ウ ェルザ ー な どの ドイツ商 人が名を連ねてい る。 さ

らに,1511年 に デ ィエ ゴの商 船 が フ ラ ンス 人 に掌捕 された際 には,ブ リュ ッ
ズハ

セルの宮廷が介入す る一幕が あった。

…方
丁兄の ク リス トーバ ル ・デ ・アロは,16世 紀 初 め の探 検 航 海 の 時 代 に

忘 れ て はならない人物 であ る。1505年 に ア ロ家 は代 理 商 を12年 間 にわ た り リ

スボ ンに置 くよ うに との要請 をポル トガル国 王か ら受け,ア ン トウ ェルペ ンに

住 ん で い た ク リス トーバルが この役 目を引 きうけた。だが この背景 には,ポ ル

トガ ル 国王 が ネー デ ル ラ ン トにお ける王室 代理 人 をブ リュー ジュか らア ン ト

ウェルペ ンに移 し,こ れ に とも なっ て 商人が リスボ ン以外 か ら東イン ドへ の航

海 に直接 に乗 りだすの を制 限 した ことがある。 このため,東 イ ン ド貿 易 に関心

の あ る商 人 は リスボ ンへの進 出を余儀 な くされた ようだ。いず れにせ よ,ク リ
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ス トー バ ル は リ ス ボ ンで 東 イ ン ドに 関 す る情 報 を集 め る 機 会 を 得 た こ と に な

る 。7年 後 の1512年 に,ポ ル トガ ル 国 王 は ク リ ス トー バ ル ・デ ・ア ロ と デ ィ

エ ゴ ・デ ・ラ ス ・コ バ ル ビ ア ス に15年 間 に わ た り ドイ ツ 人 並 み の 広 範 な 特 権

を 与 え た 。 ク リ ス トー バ ル は 早 くか ら取 引 に 成 功 して い た よ う で,1513年 に

リ ス ボ ンの 市 参 事 会 は,バ ル トロ メ オ ・マ ル キ オ ニ,ジ ョア ン ・ア フ ァ イ タ

デ ィお よ び ク リ ス トー バ ル ・デ ・ア ロ に つ い て,リ ス ボ ンで 多 額 の 利 益 を得 て

　 ぼ　

いる人々と記録 している。

この頃,ク リス トーバ ルは ア ン トウ ェ ルペ ンの家族 とともに取引 きを行 い,

また新 大陸 東岸 を南 に航 海す る ことに よりア ジアの香料諸島 に到達 しようとし

ていたJ1512年 にポ ル トガ ル国 一Eの寵 臣 で あ る ヌ ノ ・マ ヌエ ル と ク リス トー

バルは,ラ プ ラ タ地 方北 部 に航 海 し,帰 りにはマ デ ィ ラ島 に寄 っ て基 地 を建設

す る とい う計画を練 っていた。詳細 は不明だが,た ぶ ん この 年 に ク リス トー バ

ル はポ ル トガル人の航海者 を派遣するだけでな く,自 ら もブ ラ ジル に渡 っ た ら

しい。 そ して1515年10月 に,フ ア ン ・デ ィア ス ・デ ・ソ リスは,ク リス トー

バ ルの 計画 の 下で ラプ ラタ地 方に航海 した、,これ らの航 海 が ド地 に なっ たの で

あ ろ う。1515年 に デ ィエ ゴ と ク リス トーバ ル の 兄弟 は,15-16隻 の商 船 を 西

ア フ リ カの ギ ネア湾 に 送 り,ブ ラ ジル と シエ ラ レオ ネの 間 で奴隷貿 易を行お う

としたC,だ が,ポ ル トガ ル人 のエ ステ バ ン ・ユ サルテが この船団 を攻撃 し7隻

を破 壊 した。 ア1ロ兄 弟 の損 失 は1万VyODrド ゥカー ドにfり,さ らに 訴訟 費 用

にzonoド ゥカー ドを充 てね ば な らなか っ た。 この事件が影響 したのか,あ る

い は国 王 フ ェ ル ナ ン ドの 死 と カルロ ス1世(治 世1516--1556)の 即 位 が ク リ

ス トー バ ルの 転 機 とな ったのか,1517年 頃 に ク リス トー バ ル は リス ボ ンを離

れた。 リスボ ンで は,彼 の 従 兄弟 の ニ コ ラス ・デ ・ア ロが代理 商の職務 を引 き
ゆ　

継 い だ 。

カ ス テ ィー リ ャ に 戻 っ た ク リ ス トー バ ル は,そ の 後,ス ペ イ ン の 王 室 も 関

わ っ た マ ゼ ラ ン の 世 界 周 航 事 業(1519-22年)に2,000ド ゥ カ ー ドを 投 資 し

た 。1523年 か ら ク リ ス トー バ ル は,ラ ・コ ル.___ニ ャ で フ ッ ガ ー 家 の 代 理 商 で

あ り,ま た ラ ・コ ル ー ニ ャの 「モ ル ッ カ 通 商 院 」(1522-29年)の 王 室 代 理 官
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となっていた。 これはポル トガルで得た情報 をうまくスペ イン王室 に売 り込 む

ことが で きたためであろ う。彼 は1525年 の ガ ル シア ・デ ・ロ ア イサ の 航 海 の

組織 に も関わった。1523年3月,カ ル ロ ス1世 は書 状 を リュ ーベ ック と ダ ン

ツ ィヒの両都 市に送ったが,そ の なか で彼 は ヤ ー コプ ・フ ッガー とクリス トー

バ ルが国1三の 委託 を受 け て銅,マ ス ト,タ ー ル,ピ ッチ,索 具 な どの 商 品 を両

市で 買 い付 け,8隻 の船 にそ れ らの 商 品 を積 んで ラ ・コルーニ ャに輸送す る計

画に言及 してい る。 これは ロアイサの航海に参加する船 を蟻装す るためであっ

た。 クリス トーバ ルはロア イサの航海 に70万3,050マ ラベ デ ィを出 資 し,彼

の 息 子の フ ア ン ・ロペ ス ・デ ・ア ロ と弟 の デ ィエ ゴ も出 資 した。1527年 の

デ ィエ ゴ ・ガル シア ・デ ・モ ゲルの航海に もアロ家 は出資 した。 ガルシアの航

海 の費用 は70万2,811マ ラベ デ ィで,王 室 が19万4,000マ ラベ デ ィ を出 資

し,ク リス トー バ ル以 外 で は,商 人 の ア ロ ンソ ・デ ・サ ラマ ン カ・ ラ'コ ルー

ニ ャの 市参事 会 員で あ るベ ル トラ ン ・サマ ノ,-1屋 の役 人で あ るル イ ・バサ ン

テが 出 資 し恩 加 えて この ユ52凹 三代 に ク リス トー バ ル は,モ ル ッカ通 商 院 の

王室 代 理 官 と して王室 に よる航海資金 の調達 に貢献 して い る。1524年 に フ ー

ロ(公 債)の 売 却 を通 じて2万5,000ド ゥ カー ドの 資 金 調 達 に 貢 献 し,ま た

1527年 に も同 額 の資 金 調達 を行 っ た。 フー ロの 買い手 はブル ゴスや トレ ドの
ロロ

富裕 な市民であった。
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お わ り に

これ まで 見 て きた よ うに,15世 紀'ト ば か ら16世 紀 半 ば に か け て,カ ス

テ ィー リャ北部 の 商 人は ネー デルラ ン ドへの 羊毛輸出 を軸 に活 発な商業活動 を

展 開 した。特 にカ トリック両Eの 時 代 にブ ル ゴ スの商 人は ・両 一Eがカステ ィー

リャ人 の外 国貿 易 を支援 した こ ともあ って,そ の 活 動 領域 を着 実 に 広 げ て い

た。 ブ リュー ジュやア ン トウェルペ ン,ナ ン トな どの 都 市で 彼 らはそ の 名を記

録 に残 しているC,1492年 のユ ダヤ 人追放 や1502年 の モ ー ロ人 追 放 に もか か わ

らず,17世 紀 初 めの 献 策 者(ア ル ビ トゥリ ス タ)を は じめ とす る後 代 の 識 者

が,カ トリ ック両Eの 治Ali.を理 想視 す るの は この ため で あ る。 この時代 に商 人

たちはブル ゴスの組 合を通 じて一E権との つ なが りを強 め たの で あ るが,つ づ く

ハ プ ス ブ ル ク家 の 「スペ イ ン帝国」の時代 に彼 らは同 じように{権 の保 護 と 支

援 を受 け る こ とが で きたので あろ うか。16世 紀 前'トに 見 られ た,ジ ェ ノヴ ァ

人,フ ラ ン ドル 人,ド イツ人 な どの カス テ ィー リ ャへ の進出ぶ りは,彼 らが ト

分 な保 護 を受 け られ なか ったことを示唆 してい ると思われる。 カステ ィー リャ

人は外国人商人との競争 に巻 き込 まれて 「後発」の実 業家 としての弱点 をさら

けだ したのであ ろう。そ うしている うちに,1611ヒ 紀 後 半 に な っ て 羊 毛輸 出 の

システ ムが崩れ去った。 この時期には,か な りの 数の カ ステ ィー リ ャ入が商業

か ら手を引いて,北 欧 の都 市で 定 住 ・帰 化 してい る。 当時の カステ ィー リャは

ヨー ロッパの西端 に位 置す る辺境の国 として 異教徒の国 々と対峙 していたので

あ り,北 の キ リス ト教 世界 とは何 よ りもこの 羊毛輸 出ルー トを通 じて経済的に

結ばれていた。 このルー トが北欧のプロテスタン ト勢力によ り・」噺 されたとき

に,あ らたに カステ ィー リャ南部 とジェ ノヴ ァを結ぶ西地 中海の商業 ルー トが

スペ イン帝国の大動脈 となった。 この急激な変化 をもた らした ものは,E室 の

政 治 的 な決断 だ った のか も しれない、,だが,西 地 中海 は ジ ェ ノヴ ァ人の独壇場
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で・ カステ ィー リャ人はこれ にうまく参細1で きなか っ 差
.そ の後 の ヵ ステ ィー

リャ人が,商 業活動 にお い て受 動 的 にな った ことは疑 いない ところである
。帝

国の商業的 な中心 軸か らはずれた カステ ィー リャ人 にとっては
,厳 しい 条件 の

もとで経 済 的 な競 争 を本国で繰 り広 げるよ りは新 大陸植民地 の支配 ・経営のほ

うが魅力的に映 ったので はないだろうか。

リ ン グ ロー ズ は,地 理 的 に統 一・され て い な か っ た 当時 の スペ イ ン帝 国 に お い て は

政 治 と 商 業 の 制 度 が もっ と も強 力 な統 要 素 で あ っ た と指 摘 し
,こ の と きの 変 化 を

重視 して い る ・DavidR.Ringr・se ,lmperioypeninsula:ensay。Ss。breKist。ria-

economicadeEspanafsiglosXVI-XIX)
,Madridyl987,第1章 お よ び 第3章 を 参照fi
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